
事業の目的
燃料デブリ取り出し工事の安全確保のため、必要な原子炉格納容器(PCV)内の水循環システムの構築にあたって課題となる PCVの閉

じ込め機能を確保しつつPCV内へアクセス、接続する技術等を開発した。

事業の内容と成果
（１） PCV内アクセス・接続及び補修の技術仕様の整理、作業計画の検討及び開発計画の立案

① 燃料デブリ取り出しの安全確保の実現に向け、燃料デブリ・炉内構造物の取り出し工法・システムの高度化PJで検討されている各種
システムのうち、水循環システムの構築のため、ドライウェル（D／W）、サプレッションチェンバー（S／C）、トーラス室の各所からの取
水について、検討を実施した。

D／W、S／Cからの取水については、内部へのアクセスルート及び水循環システムを閉じ込め機能を確保しつつ、構築する必要が
ある。その実現にあたっては高線量・狭あい部等の厳しい現場環境条件、検査性、長期健全性、遠隔保守性等を考慮した施工技術、
作業計画の確立が必要である。そこで、この実現にあたって必要とされる技術仕様やシステム構築作業手順を検討し、以下の項目に
ついて、開発課題の抽出するとともに、開発計画の立案を行った。

ⅰ. 現場環境を考慮した、技術仕様の整理 （S/C取水部構造の配置検討例：図１）
ⅱ. アクセスルート構築作業・維持の計画の検討 （D/Wからのアクセスルート構築に関する検討例：図２）
ⅲ. 開発課題の抽出、開発計画の立案

② 水循環システム構築に影響するPCVの補修技術についても、 これまでの研究開発成果を踏まえ、現場の状況に対応した技術的な
開発課題の抽出、開発計画の立案を実施した。

（２） PCV内アクセス・接続等の要素技術開発・検証
前項で整理した開発計画に基づき、PCV内アクセス・接続等の技術に必要となる各要素技術の開発、検証を行った。以下に要素技術

として想定される項目例を示す。
・接続部の遠隔施工技術
・施工時、供用中の遠隔によるアクセスルート検査技術
・施工時，供用中における接続部の遠隔補修技術

（３） PCVアクセス・接続技術等の実規模スケールでの検証
各要素技術の開発成果に基づき、D／W、S／C内へのアクセス・接続等に関する試設計を実施した。その成果を踏まえ、楢葉実規模

試験体等の活用により、実規模スケールでの以下の施工性検証と実機工事に向けた作業要件の把握、課題抽出を行った。
・実規模スケールでの遠隔操作による施工性の確認、課題の抽出
・実機工事に向けた閉じ込め確保・作業員の被ばく低減対策及び課題の抽出
・接続部施工後の試験体調査
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図２ D/Wからのアクセスルート構築に関する検討例図１ S/C取水部構造の配置検討の例
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